
                                          

真

言

 

発

 

行

 
 

宗

教

法

人

真

言

宗

豊

山

派

 

医

王

山

興

福

寺

大

楽

院

 

 

名

誉

住

職

 
 

酒

 

主

 

明

 

寛

 

住

 
 

職

 
 

酒

 

主

 

秀

 

寛 

大楽院機関紙 真言 平成２６年１１月１日 臨時 NO.８ 

ご

宝

号    

「「「「

南

無

大

師

遍

照

金

剛

南

無

大

師

遍

照

金

剛

南

無

大

師

遍

照

金

剛

南

無

大

師

遍

照

金

剛

」」」」

 

を

お

唱

え

し

ま

し

ょ

う

。 

    

大

施

餓

鬼

会

厳

修

大

施

餓

鬼

会

厳

修

大

施

餓

鬼

会

厳

修

大

施

餓

鬼

会

厳

修

 

八

月

三

日

、

い

わ

き

市

「

せ

き

の

ホ

ー

ル

か

し

ま

」

に

て

、

当

山

恒

例

行

事

の

大

施

餓

鬼

会

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

 

本

院

で

行

う

こ

と

が

困

難

な

な

か

、

新

盆

の

お

檀

家

さ

ん

、

役

員

、

寺

族

の

み

で

の

執

行

と

な

り

ま

し

た

が

、

約

六

十

名

の

参

加

が

あ

り

ま

し

た

。

 

名

誉

住

職

の

法

話

の

後

、

住

職

導

師

の

も

と

、

当

山

代

々

先

師

尊

霊

、

檀

中

過

去

一

切

精

霊

、

有

縁

無

縁

一

切

精

霊

、

水

子

霊

位

そ

の

他

数

多

の

ほ

と

け

様

、

新

盆

各

霊

の

ご

供

養

を

行

い

ま

し

た

。

 

第

二

会

の

お

斎

の

席

で

は

、

和

や

か

な

空

気

の

な

か

時

間

を

過

ご

す

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

 

来

年

は

、

大

楽

院

本

堂

で

執

行

す

る

こ

と

と

し

ま

す

。

 

 

医

王

山

興

福

寺

大

楽

院

 

役

員

 

 

代

表

役

員

 
 

 
 

 

酒

主

 

秀

寛

 

 

責

任

役

員

 
 

 
 

 

草

野

 
 

孝

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

芦

口

 

一

美

 

総

 
 

代

 
 

 
 

 

渡

辺

 

勝

康

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

渡

辺

 

芳

男

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

箱

崎

 
 

豊

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

小

松

 

イ

ク

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

会

沢

 

節

夫

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

猪

狩

 

正

久

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

渡

辺

 

好

男

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

草

野

 

公

雄

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

高

野

 

繁

男

 

代

表

世

話

人

 
 

 
 

新

妻

 

久

彌

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

橋

本

 
 

明

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

草

野

 
 

仁

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

草

野

 

武

夫

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

小

松

 

岳

生

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

草

野

 
 

久

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

小

野

 

治

久

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

鈴

木

 

恒

男

 

世

話

人

 
 

 
 

 
 

渡

部

 

千

秋

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

根

本

 

正

勝

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

新

妻

 
 

孝

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

吉

田

 

紀

夫

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

猪

狩

 

芳

樹

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

樋

口

 

陽

興

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

新

妻

 

則

彦

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

渡

辺

 

幸

生

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

猪

狩

 

雄

男

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

猪

狩

 

義

栄

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

小

松

 

信

夫

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

関

谷

 

宗

久

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

猪

狩

 

一

信

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

草

野

 

和

治

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

猪

狩

 

三

男

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

久

保

田

 

明

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

渡

辺

 

良

平

 

 

信

徒

総

代

 
 

 
 

 

松

本

 

公

一 

「「「「

おおおお

盆盆盆盆

」

「

」

「

」

「

」

「

おおおお

彼

岸

彼

岸

彼

岸

彼

岸

」」」」

でででで    

多多多多

く

の

く

の

く

の

く

の

墓

参

墓

参

墓

参

墓

参

りりりり    

 

多

く

の

お

檀

家

さ

ん

が

ご

先

祖

さ

ま

に

手

を

合

わ

せ

、

ご

本

尊

薬

師

如

来

様

に

近

況

を

報

告

し

、

お

大

師

様

と

握

手

を

す

る

姿

が

見

ら

れ

ま

し

た

。 

お

盆

に

備

え

、

境

内

の

環

境

美

化

に

努

め

ま

し

た

。 

秋

の

お

彼

岸

の

時

に

は

、

手

水

場

を

開

放

い

た

し

ま

し

た

。 

  

年

忌

法

要

を

お

迎

え

の

方

、

塔

婆

供

養

を

ご

希

望

の

方

、

ご

本

尊

に

お

手

を

合

わ

せ

た

い

方

、

お

気

軽

に

寺

族

に

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。 

 

 

総

本

山

長

谷

寺

参

拝

総

本

山

長

谷

寺

参

拝

総

本

山

長

谷

寺

参

拝

総

本

山

長

谷

寺

参

拝

    
    

五

月

二

十

一

日

～

二

十

三

日

の

二

泊

三

日

で

総

本

山

長

谷

寺

参

拝

、

回

向

、

祈

祷

の

旅

を

実

施

し

ま

し

た

。

二

十

三

名

が

参

加

し

、

実

に

想

い

出

深

い

旅

で

あ

り

ま

し

た

。

二

十

一

日

早

朝

い

わ

き

市

を

出

発

。

常

磐

道

を

利

用

し

、

東

京

国

際

空

港

か

ら

関

西

国

際

航

空

へ

。

高

野

山

を

参

拝

の

後

、

宿

坊

泊

。

二

日

目

は

本

番

の

総

本

山

長

谷

寺

へ

。

仁

王

門

か

ら

三

百

九

十

九

段

の

石

段

登

楼

を

上

る

と

高

さ

十

六

・

一

五

メ

ー

ト

ル

の

十

一

面

観

音

が

立

つ

本

堂

（

観

音

堂

）

に

着

く

。

十

一

面

観

音

様

の

大

き

な

御

足

に

触

れ

そ

れ

ぞ

れ

願

を

か

け

熱

心

に

祈

る

。

午

後

は

総

持

寺

を

参

拝

。

そ

の

後

有

馬

温

泉

向

陽

閣

へ

。

和

の

一

時

を

過

ご

す

。

最

終

日

、

中

山

寺

参

拝

。

空

中

庭

園

展

望

台

を

散

策

。

苦

し

い

避

難

生

活

を

忘

れ

さ

せ

る

ひ

と

こ

ま

で

あ

っ

た

。

大

阪

国

際

空

港

、

東

京

国

際

空

港

、

常

磐

道

を

経

て

い

わ

き

市

へ

。 

参

加

さ

れ

た

皆

さ

ま

本

当

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。 

    

名

誉

住

職

名

誉

住

職

名

誉

住

職

名

誉

住

職    

栃

木

県

佐

野

市

栃

木

県

佐

野

市

栃

木

県

佐

野

市

栃

木

県

佐

野

市

「「「「

西

光

院

西

光

院

西

光

院

西

光

院

」」」」

に

て

に

て

に

て

に

て

講

話

講

話

講

話

講

話    

  

檀

信

徒

約

八

十

名

参

加

の

研

修

会

に

て

、「

お

せ

が

き

と

東

日

本

大

震

災

そ

の

後

」

と

題

し

、

講

話

を

行

っ

た

。

西

光

院

様

と

は

震

災

前

よ

り

相

互

に

檀

信

徒

研

修

会

を

行

っ

て

お

り

、

そ

の

縁

で

講

話

の

ご

依

頼

が

あ

り

ま

し

た

。 



 

町

で

は

、

平

成

２

７

年

春

以

降

の

帰

町

に

向

け

て

復

旧

・

復

興

事

業

が

加

速

し

て

お

り

ま

す

。

当

山

に

お

い

て

も

徐

々

に

本

院

で

の

法

務

も

増

え

て

き

て

お

り

ま

す

。 

特

例

宿

泊

制

度

等

が

実

施

さ

れ

て

お

り

ま

す

が

、

庫

裏

に

お

い

て

ネ

ズ

ミ

被

害

が

大

き

く

、

大

規

模

な

修

繕

、

清

掃

の

必

要

が

あ

る

こ

と

か

ら

、

当

分

の

間

、

手

水

場

や

お

手

洗

い

に

つ

い

て

は

、

寺

族

が

い

る

と

き

の

み

の

開

放

と

さ

せ

て

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

。

何

卒

ご

了

承

願

い

ま

す

。 

県

知

事

選

挙

が

実

施

さ

れ

、

ふ

る

さ

と

の

舵

取

り

役

が

き

ま

り

ま

し

た

。

わ

れ

わ

れ

の

声

に

耳

を

傾

け

て

い

た

だ

き

た

い

と

思

い

ま

す

。 

慌

し

い

日

々

が

続

き

、

ゆ

っ

た

り

と

し

た

時

間

が

過

ご

せ

な

い

こ

と

が

多

い

と

思

い

ま

す

。

ど

う

か

一

日

の

間

に

一

瞬

で

も

心

を

静

か

に

、

仏

壇

に

手

を

合

わ

せ

る

時

間

を

作

っ

て

み

ま

せ

ん

か

。

と

っ

て

も

心

が

落

ち

着

く

気

が

い

た

し

ま

す

。 皆

様

ど

う

か

お

体

を

大

切

に

、

一

日

一

日

を

大

切

に

頑

張

っ

て

い

き

ま

し

ょ

う

。 

合

 

掌

 

（

秀

 

寛

）

 

真言宗豊山派医王山興福寺大楽院真言宗豊山派医王山興福寺大楽院真言宗豊山派医王山興福寺大楽院真言宗豊山派医王山興福寺大楽院 

法務等のご相談は、下記までお願いいたします。 

 

酒主 明寛  

〒970-8044  福島県いわき市中央台飯野２丁目６番地４ 
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電話 ０２４６－２８－３５６０ 
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酒主 秀寛 
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平

成

二

十

平

成

二

十

平

成

二

十

平

成

二

十

七七七七

年

度

年

回

表

年

度

年

回

表

年

度

年

回

表

年

度

年

回

表 

 

一

周

忌

 
 

 
 

平

成

二

十

六

年

 

三

回

忌

 
 

 
 

平

成

二

十

五

年

 

七

回

忌

 
 

 
 

平

成

二

十

一

年

 

十

三

回

忌

 
 

 

平

成

十

五

年

 

十

七

回

忌

 
 

 

平

成

十

一

年

 

二

十

三

回

忌

 
 

平

成

五

年

 
二

十

七

回

忌

 
 

平

成

元

年

 

三

十

三

回

忌

 
 

昭

和

五

十

八

年

 

三

十

七

回

忌

 
 

昭

和

五

十

四

年

 

四

十

三

回

忌

 
 

昭

和

四

十

八

年

 

四

十

七

回

忌

 
 

昭

和

四

十

四

年

 

五

十

回

忌

 
 

 

昭

和

四

十

一

年

 

百

回

忌

 
 

 
 

大

正

五

年

 

 

回

忌

供

養

は

毎

年

行

う

の

が

本

義

で

す

。

こ

こ

に

は

代

表

的

な

年

回

を

掲

載

し

ま

し

た

。

ま

た

、

毎

月

の

命

日

に

お

参

り

す

る

月

参

り

を

行

え

ば

一

層

ご

供

養

が

深

ま

る

こ

と

で

し

ょ

う

。 

大楽院がお借りして、お骨を預かっていただいておりました寺院は

下記のとおりです。今後ともお世話になります。 

真言宗豊山派 実相寺 住職 青木教寛 

〒３７４－０１３２ 群馬県邑楽郡板倉町板倉甲１６７８ 

電話 ０２７６－８２－０５６０ 

※東北自動車道館林ＩＣより東へ約５分 

※

 

おおおお

知知知知

ら

せ

ら

せ

ら

せ

ら

せ

※※※※    

 

パ

ソ

コ

ン

パ

ソ

コ

ン

パ

ソ

コ

ン

パ

ソ

コ

ン

、、、、

ス

マ

ー

ト

フ

ォ

ン

ス

マ

ー

ト

フ

ォ

ン

ス

マ

ー

ト

フ

ォ

ン

ス

マ

ー

ト

フ

ォ

ン

を

お

を

お

を

お

を

お

持持持持

ち

の

ち

の

ち

の

ち

の

方方方方

はははは

、、、、

ホ

ー

ム

ペ

ー

ホ

ー

ム

ペ

ー

ホ

ー

ム

ペ

ー

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

ジ

で

ジ

で

ジ

で

情

報

情

報

情

報

情

報

をををを

確

認

確

認

確

認

確

認

で

き

ま

す

で

き

ま

す

で

き

ま

す

で

き

ま

す

 

大

楽

院

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に

ア

ク

セ

ス

し

て

い

た

だ

け

れ

ば

、

最

新

情

報

や

機

関

紙

真

言

「

臨

時

版

」

の

バ

ッ

ク

ナ

ン

バ

ー

が

確

認

で

き

ま

す

。

ま

た

フ

ェ

イ

ス

ブ

ッ

ク

の

ペ

ー

ジ

に

最

新

情

報

を

随

時

更

新

し

て

お

り

ま

す

の

で

、

そ

ち

ら

か

ら

ご

覧

い

た

だ

け

ま

す

。

 

ア

ク

セ

ス

は

 

h
t
t
p
:
/
/
d
a
i
r
a
k
u
i
n
.
n
e
t

 

 

付

属

付

属

付

属

付

属

墓

地

墓

地

墓

地

墓

地

無

料

無

料

無

料

無

料

開

放

中

開

放

中

開

放

中

開

放

中

で

す

で

す

で

す

で

す    

墓

地

を

希

望

さ

れ

る

方

は

寺

族

へ

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

無

料

で

開

放

し

て

お

り

ま

す

。 

    

平

成

平

成

平

成

平

成

２

７

２

７

２

７

２

７

年年年年

のののの

恒

例

行

事

恒

例

行

事

恒

例

行

事

恒

例

行

事

に

つ

い

て

に

つ

い

て

に

つ

い

て

に

つ

い

て 

十

月

十

日

に

移

動

総

代

会

が

、

湯

本

温

泉

「

美

里

」

で

開

催

さ

れ

、

次

の

件

が

決

定

さ

れ

ま

し

た

。 

 

一

月

の

元

朝

護

摩

祈

祷

会

に

つ

い

て

は

、

雨

引

山

楽

法

寺

に

依

頼

し

、

檀

信

徒

よ

り

申

し

込

み

を

受

け

付

け

る

こ

と

と

し

ま

す

。 

三

月

の

大

般

若

護

摩

祈

祷

会

は

、

執

行

を

見

合

わ

せ

る

こ

と

と

し

ま

す

。 

八

月

の

施

餓

鬼

会

に

つ

き

ま

し

て

は

、

大

楽

院

本

院

で

執

行

す

る

こ

と

と

し

ま

す

。 

ま

た

、

お

施

餓

鬼

の

塔

婆

に

つ

い

て

は

、

申

し

込

み

を

と

る

こ

と

と

し

ま

す

。 

 

お

施

餓

鬼

の

日

程

、

お

塔

婆

の

受

け

渡

し

方

法

等

に

つ

い

て

は

、

決

ま

り

次

第

お

知

ら

せ

い

た

し

ま

す

。 

    
おおおお

悔悔悔悔

や

み

や

み

や

み

や

み    

 
 総

代 

 

高

野

 

孝

明

 

様 

 

総

代

高

野

孝

明

様

が

十

月

十

一

日

逝

去

さ

れ

ま

し

た

。

氏

に

は

手

水

場

の

整

備

等

に

特

に

ご

尽

力

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

生

前

の

当

山

へ

の

多

大

な

ご

協

力

に

心

よ

り

感

謝

す

る

と

と

も

に

、

安

ら

か

に

お

眠

り

い

た

だ

き

ま

す

よ

う

お

祈

り

い

た

し

ま

す

。 

合

掌 

別

院

来

院

者

二

千

名

別

院

来

院

者

二

千

名

別

院

来

院

者

二

千

名

別

院

来

院

者

二

千

名

にににに    

 

九

月

二

十

六

日

、

回

忌

法

要

で

お

出

で

い

た

だ

い

た

坪

井

芳

松

さ

ん

ご

夫

妻

が

ご

来

院

二

千

人

目

に

な

り

ま

し

た

の

で

、

記

念

品

が

贈

呈

さ

れ

ま

し

た

。 

 

    

平

成

二

十

七

年

元

朝

護

摩

祈

祷

実

施

要

領

平

成

二

十

七

年

元

朝

護

摩

祈

祷

実

施

要

領

平

成

二

十

七

年

元

朝

護

摩

祈

祷

実

施

要

領

平

成

二

十

七

年

元

朝

護

摩

祈

祷

実

施

要

領    

 

一

 

期

 

日

 

平

成

二

十

七

年

一

月

七

日

（

水

）

 
 

午

前

十

時 

二

 

会

 

場

 
雨

引

山

楽

法

寺

（

茨

城

県

桜

川

市

） 

三

 

申

込

み

 

申

込

み

用

紙

に

必

要

事

項

を

記

入

の

上

、

祈

祷

料

を

添

え

て

平

成

二

十

六

年

十

一

月

十

五

日

（

期

限

厳

守

）

ま

で

に

大

楽

院

へ

お

申

込

み

く

だ

さ

い

。

お

札

一

体

に

に

つ

き

五

千

円

、

一

万

円

な

ど

。 

四

 

参

 

加

 

当

日

参

加

を

希

望

さ

れ

る

方

は

電

話

に

て

申

込

み

く

だ

さ

い

。

た

だ

し

、

三

十

名

に

て

締

め

切

ら

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

バ

ス

を

準

備

い

た

し

ま

す

。

午

前

八

時

に

い

わ

き

公

園

を

出

発

い

た

し

ま

す

。 

五

 

申

込

先

 

大

楽

院

別

院

 
 

 
 

 
 

 
 

 

電

話

 

０

２

４

６

―

２

８

―

３

５

６

０

 
 

 
 

 

    

ひ

と

く

ち

ひ

と

く

ち

ひ

と

く

ち

ひ

と

く

ち

法

話

法

話

法

話

法

話

「「「「

金

剛

合

掌

金

剛

合

掌

金

剛

合

掌

金

剛

合

掌

」」」」

 

真

言

宗

で

は

、

右

を

手

前

に

し

て

指

先

を

交

互

に

組

む

金

剛

合

掌

を

用

い

ま

す

。

こ

の

合

掌

は

金

剛

（

ダ

イ

ヤ

モ

ン

ド

）

の

よ

う

に

か

た

い

信

仰

心

を

表

し

ま

す

。 

右

手

を

仏

さ

ま

、

左

手

を

衆

生

と

考

え

、

五

本

の

指

は

万

物

を

構

成

す

る

五

つ

の

要

素

と

し

て

の

五

大

と

と

ら

え

ま

す

。

で

す

か

ら

、

左

右

の

指

が

交

わ

る

金

剛

合

掌

は

、

私

た

ち

衆

生

の

五

大

と

仏

さ

ま

の

五

大

は

一

体

で

あ

る

、

つ

ま

り

私

た

ち

と

仏

さ

ま

は

一

緒

で

あ

る

こ

と

を

示

し

ま

す

。 

 


